






要約:日本赤十字社都内 5産科施設(葛飾赤十字産院・日赤医療センター・武蔵野赤十字病

院・大森赤十字病院・新宿赤十字病院)は 1976年 4月からの先天異常モニタリングと平行

して症例および年齢をマッチした正常対照例に対し、リスク要因と考えられる事項につい

て症例対照研究を行なってきた。今回は 1982年より 90 年までのデータを素材とした研究

結果の報告である。 

対照と最も著しい差を示したのは、いづれも妊娠早期における薬剤服用歴・腹部エックス

線照射歴・性器出血・喫煙歴等である。喫煙については量反応関係も示唆された。一方、

アルコール飲用歴については対照との間に有意差はみられなかった。 


